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	応用
	抗原情報
	背景
	疾患：XPAの欠陥は、色素性乾皮症相補群A（XP-A）[MIM:278700]の原因であり、色素性乾皮症1型（XP1）としても知られています。XP-Aは、太陽光に対する過敏症、日光曝露部位の癌発生率の高さ、そして場合によっては神経学的異常を特徴とする、まれなヒト常染色体劣性疾患です。A群の患者は、最も重篤な皮膚症状と進行性神経疾患を示します。,機能：DNA除去修復に関与しています。光産物とその領域の転写状態に応じて、様々な親和性で損傷部位に結合し、修復を開始します。 UV誘導性CHK1リン酸化、およびUV照射後のDNA損傷部位であるシクロブタンピリミジン二量体（CPD）へのCEP164のリクルートメントに必須。,PTM：DNA損傷時にリン酸化される。おそらくATMまたはATRによるものと思われる。,類似性：XPAファミリーに属する。,サブユニット：XAB1およびRPA1と相互作用する。UV照射時にN末端を介してCEP164と相互作用する。,組織特異性：様々な細胞株および皮膚線維芽細胞で発現する。,
	研究分野
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	1:1000希釈の一次抗体を用いた1Hela細胞、2無血清処理細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:10000希釈。

